
国際原子力事象評価尺度（INES）最大の７と評価され
た東京電力福島第一原子力発電所事故（以下「福島原発事
故」と略記）から９年が経過した。その間、放射性物質汚
染による水産物に対する出荷制限は、対象魚種が徐々に減
少傾向となり、２０２０年３月の国の通知１）では、地方自治体
の検査計画から検査対象とすべき海産魚種は無くなった。
一方、この間に溜まった放射性物質汚染水を巡っては、２０１３
年には同原発内汚染水貯留タンクからの漏洩事故（INES

でレベル３）２）、２０１８年には多核種除去装置処理水中の放
射性物質放出基準値超過による海洋投棄処理計画の見直し３）

等、海洋汚染に対する住民や漁業関係者等の懸念が高まっ
ている４）。
北海道においては、事故直後から太平洋側を中心に、海

水及び水産物に含まれる放射性物質のモニタリングを継続
して実施するとともに、速報値を北海道及び厚生労働省の
ホームページ（HP）５，６）において公表している。また、２０１７
年の道衛研所報７）において、２０１４年度から２０１６年度まで
の３カ年分についてさらに詳報した。本稿では、前回に引
き続き、２０１７年度から２０１９年度に当所で実施したモニタ
リング検査結果より、主に太平洋沿岸域で水揚げされた魚
介類中の人工放射性物質（人工 RI）のデータについて報
告する。

方 法

１．対象試料と採取地点

対象試料には、２０１７年４月から２０２０年３月までに北海
道沿岸域で水揚げ後、冷蔵または冷凍で直送されたナマコ
（n＝２４、長万部町産）、ウニ（n＝１７、いぶり噴火湾産及
び根室市産）、カキガイ（n＝３６、厚岸町産）、アサリガイ
（n＝３３、厚岸町産）、ホタテガイ（n＝６６、全８地域；標

津町産、常呂町産、網走市産、紋別市産、枝幸町産、宗谷
産、いぶり噴火湾産及び長万部町産）、ホッキガイ（n＝
２７、苫小牧市産）及び灯台ツブガイ（n＝２２、えりも町産）
の可食部を用いた。各試料の採取地点を図１に示した。
２．試料処理

放射能測定法シリーズ「ゲルマニウム半導体検出器等を
用いる機器分析のための試料の前処理法」８）に準拠して行っ
た。試料約２．５kgを大型磁製皿に採り、乾燥後４５０℃以
下で灰化した。この灰試料をふるいにかけ、放射能測定専
用容器（U８容器）に充填した後、ガンマ線スペクトロメ
トリーに供した。
３．装置

ガンマ線を放出する RIの分析には２台のゲルマニウム
半導体検出器を用いた。
装置１：検出器 GEM４０１９０（（株）ORTEC）（相対効率

４２．０％、分解能１．９５keV）、多重波高分析器MCA７７００
（セイコー・イージーアンドジー（株））、遮蔽体 LBL（東
京しゃへい機器（株））。
装置２：検出器GEM２５（（株）ORTEC）（相対効率３４．１％、

分解能１．８３keV）、多重波高分析器MCA７６００（セイコー・
イージーアンドジー（株））、遮蔽体 LBL（（株）伸和工業）。
４．分析方法

調製した灰試料中のガンマ線を放出する RIの分析は、
放射能測定法シリーズ「ゲルマニウム半導体検出器等によ
るガンマ線スペクトロメトリー」９）に準拠して行った。測
定時間は８０，０００秒とした。解析にはセイコー・イージー
アンドジーガンマスタジオを用い、計数誤差の３倍を検出
下限値とした。
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結 果

表１～７に対象試料別（ナマコ、ウニ、カキガイ、アサ
リガイ、ホタテガイ、ホッキガイ、灯台ツブガイ）放射性
物質濃度（Cs―１３４、Cs―１３７、K―４０）の測定結果を、試料
情報（採取年月日、採取地）及び測定情報（試料量、灰分、
供試料量）と共に示した。ただし、カキガイについては前
報７）で Ag―１１０mの検出がみられたことから、本報におい
ても追加情報として示した。
ナマコ（表１）、ウニ（表２）、カキガイ（表３）及びア

サリガイ（表４）から人工 RIは検出されなかった。
ホタテガイ（表５）４検体から Cs―１３７（検出範囲０．０３７

～０．０４５Bq/kg）が検出された。採取地の内訳は長万部町
２検体、紋別市と常呂町がそれぞれ１検体で、地域による
濃度の違いは確認できなかった。
ホッキガイ（表６）では２検体からCs―１３７（０．０３９、０．０５４

Bq/kg）が検出された。
灯台ツブガイ（表７）１検体から Cs―１３７（０．０４０Bq/kg）

が検出された。
今回検出された人工 RIはいずれも Cs―１３７であったが、

前報７）の結果と比べると Cs―１３４や Ag―１１０mの検出も見ら
れなくなり、Cs―１３７は福島原発事故以前の平常値の範囲
内であった。
２０２０年度時点で、国内の海産物の出荷制限は解除となっ
ているが（前述）、国内の内水面魚にはまだ出荷制限を受

ける魚種１０）があり、減ったとはいえ海外において日本から
の輸入制限を課している国もまだある１１）。また、福島第一
原発敷地内で貯留されている汚染処理水の海への投棄も今
後行われる可能性がある中、水産物のモニタリングは重要
であり、継続して行っていく必要があると考える。
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表１ ナマコの放射性物質濃度

表２ ウニの放射性物質濃度
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表３ カキガイの放射性物質濃度
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表４ アサリガイの放射性物質濃度
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表５ ホタテガイの放射性物質濃度
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表５ ホタテガイの放射能濃度 （続き）

表６ ホッキガイの放射性物質濃度
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表７ 灯台ツブガイの放射性物質濃度
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